
《自治とコミュニティ／市民活動の推進》

Ｃ）福祉、防災、防犯の点から
の必要性

Ｃ）新しいコミュニティのあり
方について、市民の要望と
義務を明確化する

Ｃ）市民の権利のみならず義務
の周知を徹底する

Ｃ）区民の自らの豊かな暮らし
を前提とした生活形態を形
成するため同意者団体を創
設

Ｃ）町内会の見直し（町内会組
織の強化とまちづくり意識
の向上）

Ｃ）新しい町内会連合会のあり
方が求められる

Ｃ）歩ける範囲でコミュニティ
を形成

Ｃ）テーマ別にコミュニティを
形成

新しいコミュニティのあり方を考える上での課題

Ｃ）各コミュニティの民主的で
公平な関係づくり

Ｃ）中・小学校区のコミュニテ
ィ単位が考えられる

Ｃ）町会・自治会の自治力を強
める

Ｃ）コミュニティ機能は市民全
員が参加しやすいように改
革する

Ｃ）コミュニティ拠点の確保

Ｃ）町会・自治会を単に行政の「隣
組組織」としない

Ｃ）町会・自治会は結構仕事が
ある（大切なもの、ゴミ、
教育）

Ｃ）町内会・自治会は男女比率
を半々に

Ｃ）町会機能改革のポイントと
して、施策提案活動の活発
化と市民が奉仕活動に参加
しやすいようなイベント企
画力の充実

Ｃ）提案→実現できる保証がな
いと参加しない

Ｃ）従来の町会あるいは自治会
単位を基本とした方がわか
りやすい

Ｃ）自治の単位として中学校区
という考え方

Ｃ）町内会の大きさをある程度
規定しないと問題がある→
町単位

Ｃ）コミュニティ単位の整理、
町会自治会、地域教育会議、
PTA、こども文化センター

Ｃ）町内会の区域割りは重要な
要素、見直しが必要

Ｃ）町内会（自治会）再編成の
必要性

Ｃ）現町内会の役員の考え方を
刷新する必要あり

Ｃ）町内会、自治会との信頼関
係構築、連携、協調または
見直しを考える会を創設

Ｂ）「こども文化センター」な
どの既存施設でもよいが、
テーマによっては各所の自
治会館活用も考え、地域ニ
ーズに配慮し、縦割り行政
による設置にとらわれない
拠点が肝心

Ｂ）運営の透明性、公正性を保
障するルールが必要（特に
既存施設を充てる場合）

コミュニティ拠点の活用

若者世代の呼び込み

Ｂ）市民活動は地縁活動も含む

Ｂ）自治会長等に任期又は引退
年齢を設ける（＝新しい風
を吹き込む）

Ｂ）新しい地域組織

Ｂ）若い人たちが参加する仕組
み（最初は半分義務的に）

Ｂ）自治会等を年齢（年代）別
の代表制とする

Ｂ）町会ごとで何か賞を設ける

Ｂ）町内会・自治会のあり方を
条例化することで地域のコ
ミュニティ化を図ることが
できる

他団体との連携

Ｂ）町内会は地域活動とも言え
る

Ｂ）学校関係者（PTAなど）と町
内会等との連絡調整の機会
を密にとる

Ｂ）若い世代のためのグループ
づくりを強力に進める

Ｂ）地縁団体に役割を盛り込む

Ｂ）新しいコミュニティは、相
互理解から協働に

Ｂ）地域（まち）づくりへの参
加

Ｂ）地域コミュニティとして課
題別に対応できる組織が必要、
（ただし、自治会は必要な
　組織である）

Ｂ）地域ぐるみの福祉の実現（高
齢者、障害者など）

Ｂ）「自治会・町内会」がコミ
ュニティの最小単位で重要、
新時代に相応した自治会の
役割、位置づけの見直しと
新たな仕組み、ルールをつ
くる

Ｂ）町会をコミュニティの単位
に

Ｂ）コミュニティ単位、小学校
通学区

Ｂ）町会の大きさにもよるし、
町会のない地域もある

Ｂ）小学校区が小さな単位とし
てはいいと思う

Ｂ）町会の仕事が多いというの
で他に変わるものが出来て
も良い

現状・課題 方法

相互理解、協働

Ｂ）地縁コミュニティとテーマ
別コミュニティは縦、横の
系統で整理

テーマ別＋地域別（縦横型）

規模段階別（上下型）

Ａ）災害に対応できる（力を発
揮できる）町会コミュニテ
ィにする

Ａ）市民との話し合いの場が少
なすぎる

Ａ）学校も一案（ただし、PTAを
主体にしない）

Ａ）町内会、自治会はコミュニ
ティに移行できないか

Ａ）町内会、自治会が主体にな
るのか（3割が不参加）

Ａ）青年層が町内活動しやすい
環境づくり

Ａ）コミュニティのリーダーは
どのようにして決めるか

Ａ）コミュニティ内の協議はど
のようにして成立するのか

Ａ）コミュニティ内の自治の仕
組みを検討すべき

Ａ）町会、自治会→中学校区単
位組織→区委員会

Ａ）少子高齢化時代のコミュニ
ティのあり方を創造する。
新しいコミュニティのあり
方はこれからの課題

Ａ）町会、自治会機能の見直し（町
会、自治会でしかできない
こと、中学校区単位ででき
ること、区単位でできるこ
と）

Ａ）現在の町会は市民生活とミ
スマッチしている思う（そ
の組織替え（中学校））

課題・地域の資源により解決手法は異なる＝多様なコミュニティ

自治能力の強化 防災組織機能の強化

リーダーのあり方の再整理

町会の位置づけの明確化

※地域住民組織には、町会・町内会・自治会など様々な呼称がありますがここでは「町会」に統一して表現しています。

コミュニティの単位の再設定

施策提案・イベント企画市民にオープンに

「お金」「場」（区レベル、地域レベルで）
　こども文化センターはどうなった？→新しい位置づけが必要

中学校区

町会をコミュニティの単位に

小学校区

学校区をコミュニティの単位に
テーマ別コミュニティを

単位に

その他

が求められている中で

町会の役割の見直し 新たなコミュニティの創造

町会を機能させる仕組み

◇新しいコミュニティのあり方とは？

身近なコミュニティの単位とは？

コミュニティを動かす仕組みとは？

市民生活とのミスマッチ→参加者の減少

Ａ）小さな地域の意見を採り上げ
る（どのようにして）

・自己統治による新たな
コミュニティの創造

・町内会、自治会との関係を整理
する

・小さな単位での自治、コミュニ
ティ自治

□自治とコミュニティ

何を検討すべきか
（検討テーマ）

　どのように規定するか
（検討テーマに対する個別の提案、目的・
　考え方や具体的な規定設定の方向性等）
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